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1.緒言

繊維および繊維集合体である編織布は､典型

的な異方性材料であり､また､微小荷重で変形

する｡繊維製品の性能を繊維の特性から予測設

計することが理想であるが､各段階の特性を測
定し､次の段階を予測することが現実的である｡

本研究では､測定例の少ない､繊維･および糸

に対する横圧縮および曲げ特性､編織布に対す

る初期せん断､引張異方性などの測定機を開発

し､システム化を進めている｡その一環として

繊維･および糸の軸に対して側方向の物理的特

性を明らかにするため､側方圧縮弾性率測定装

置を開発し､単繊維および糸の側方圧縮特性を

測定を行った｡

2.理論

繊維断面を円形とし､横断面等方性を仮定す

ると円筒圧縮理論より圧縮弾性率E再ま以下の

式から得られる.
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U=直径の変位　D=直径　R=半径

F=単位長さ辺りの圧縮する力

E, =側方圧縮弾性率　EL =縦弾性率

､′‖ =繊維軸方向に伸長したときの軸方向ひずみに対する

側方向のひずみを与えるポアソン比　b=接触部分の長さ

3.実験

実用繊維の直径は数十〃 mのオーダーであ

る｡これに対応するためにダイヤモンドアンビ
ルと圧縮子を持つ圧縮装置を開発した｡ pオー

ダーの変位をピェゾスタックを用いて与え､高

精度レ-ザ変位形で変位を測定する｡

直径の異なるナイロン繊維(D-210,82,24〟

Ⅰ¶)と綿糸(綿20番手単糸)を試料として実

験を行い圧縮弾性係数を測定した｡
4.結果および考察

4.1単繊維の側方圧縮弾性係数

表1に引張試験で求めた軸方向引張弾性係
数g∴と本試験装置で求めた側方圧縮弾性係数

繊維学部

ETを示す｡

Table I ELとET測定結果

Nylon:D ( p EL (GPa)　　E･/I(Mpa)

rnlE

Nylon:210〃 m　　　2.3　　　　　300

Nylon･6:82 〃　　　1.6　　　　　340

汗Ⅵ

Nylon･6:24 〃　　　1.6　　　　　340

riil

4.2糸の圧縮特性の測定

糸はその構造が不均一なので試料の見かけ
の直径をあらかじめ測定した｡測定数130点､

測定条件は室温20℃湿度65%RHである.
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Fig.1綿20/1直径度数分布

図1に結果を示す｡平均直径は141.7〃m､

最大直径175.2〃m､最小直径109.5〃mであり､

多少ばらつきはあるが正規性を認められたの
でETを算出する際､平均値を代表値とした.

測定方法は単繊維の測定方法と同様に行っ
た,接触判定は荷重センサが0.6gfを示した時

接触とした.圧縮速度0.1mm/min､圧縮距離

loo″ mで各実験結果の初期荷重時のひずみ

0.05-0.15　より､平均直径を用いその傾きか

らETを算出した.その結果､試料のE･J･は1.6

MPaであった.

5.結言

測定装置は繊維直径20〃 mまで測定できた.

圧縮子を小さくし平行精度を上げればより微
小径の繊維も測定することができる.装置は単

繊維の集合体である､糸の測定にも利用するこ

とができた.従来太さの異なる糸の圧縮柔らか

さ相互比較することができなかったが､本方法

により弾性係数で比較･評価可能になる｡
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